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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,54 43,99 +0,45 43,15 +0,84

USD / BRL Spot BRL 2,3498 2,3279 -0,0219 2,3704 -0,0425

USD / JPY Spot JPY 102,32 102,39 +0,07 102,28 +0,11

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 46.567 47.278 +711 47.289 -11

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 173,3 180,0 +6,7 178,3 +1,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 13,03 13,05 +0,02 12,71 +0,34

DI Future Apr15（金利先物） % 11,49 11,51 +0,02 11,23 +0,28

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,236 -0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 302,9 299,5 -3,4 301,3 -1,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 3月19日

昨日のドルレアルスポット相場は大口レアル買いフローの噂などからＦＯＭＣ後のドル上昇を打ち消す展開
でした。朝方は前日ＦＯＭＣの余波から全般的にドル買い優勢だったため一時前日比ドル高レアル安の
２．３５台後半で取引されましたが、大口のレアル買いフローが入ったとの噂からレアルは反転高となり、
２．３４を割り込みました。また、中銀がブラジルの金融システムはグローバルな流動性減少にも耐えられる
健全性を備えている旨のレポートを発表したことも安心感に繋がりレアルは続伸、２．３２近辺へレアル高と
なりました。その後は終日レアル高値圏で推移し、結局２．３２台後半で引けています。

昨日は全般的にＦＯＭＣ後のドル買い地合いが残るなかレアルは逆行高となりました。特段目立った材料は
ありませんでしたが、海外での債券発行に伴うインフローの噂やルセフ政権が国営企業への過剰な関与を
減らすとの観測から株式市場が堅調だったことなどがレアル買いに繋がったとも言われています。ただ、
いずれも短期的で不透明な材料であり継続的なトレンドを生むものには見えません。

今朝発表された今月中旬までのＩＰＣＡ－１５は前月比０．７３％増、前年比５．９０％増とそれぞれの市場
予想０．７５％増、５．９１％増を若干下回りました。予想より悪化しなかったとは言え前年比の水準自体は
再び上昇の兆しを見せており、未だにインフレへの懸念は燻っている状態です。
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